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研究成果の概要（和文）：　本研究は脳内ヒスタミンH3受容体（H3R）密度と認知神経機能の関連性を解明する
ことを目的とした。健常者男性10名を対象にPET検査と機能的MRI（fMRI）検査を行った。PET検査では、新たに
開発されたH3Rのリガンドを用いることで、脳内H3R密度を測定した。また、認知神経機能に関する神経回路を特
定するため、fMRI検査では作業記憶課題遂行中の脳活動を計測した。PET検査で得られたH3R密度のデータと、
fMRI検査で得られた脳活動データを併せて探索的に解析することで、前頭葉の作業記憶に関わる領域の脳機能と
H3R密度が関連することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the association between the density of histamine H3 receptor
 (H3R) and the cognitive function. Ten healthy male participants were recruited in this study. All 
participants performed fMRI and PET scans on the same day. The H3R density was measured by a new PET
 ligand. To reveal the neural basis of cognitive function, we measured the neural activity with fMRI
 during working memory task. An exploratory analysis using the data of H3R density obtained from PET
 study and the data of neural activity obtained from fMRI study revealed that the activity of 
prefrontal cortex during N-back task was associated with the H3R density of the same region.

研究分野：認知神経科学

キーワード： ヒスタミンH3受容体　作業記憶
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様 式

１．研究開始当初の背景
 
 脳内ヒスタミン
症をはじめとした様々な
症・症候に関係していると考えられており、
H3R
することは精神疾患の病態解明や治療法開
発に重要である。
 脳内
られ、自己受容体としてヒスタミンをはじめ、
ドーパミンなどの神経伝達物質の放出を制
御していることが知られている
et al., 2008)
イクルに関与していることが知られていた
が、動物実験やヒトを対象とした前臨床研究
において
作業記憶や注意機能などの様々な認知機能
が改善することが報告された
1999; Fox et al., 2002; Esbenshade et al., 
2006)
マー病、
など様々な精神疾患の治療
目されるようになった
H3R
で明らかとされていなかった。
神疾患の新たな治療法の開発のために、脳内
H3R
にすることが重要であると考えられる。
 
 
２．研究の目的
 
 本研究では、
機能的
体密度と認知神経機能との関連性を明らか
にすることを目的と
 
 
３．研究の方法
 
・被験者
 健常被験者として、
（S.D.
ら、検査初日にインフォームドコンセント
得た。
なく、また
ぼす可能性のある薬剤等の使用はないこと
を確認
行った。
 
・認知課題
 fMRI
究と比較するために作業記憶課題（
課題）を用いた（
1999)
数字がランダムな順序で提示され、被験者は
各条件の指示に従い、ボタンを押して回答す
る。課題では
１回の
序で５回ずつ提示されるようにした。
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Figure 2
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